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行
楽
地
へ
の
お
出
掛
け
は
ゆ
と

り
を
も
っ
た
計
画
を
立
て
、
長
時

間
・
長
距
離
の
運
転
は
避
け
て
、
早

め
に
休
憩
を
と
り
ま
し
ょ
う
。
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子
ど
も
が
出
か
け
る
前
に
一
声

か
け
て
あ
げ
る
な
ど
し
て
子
ど
も

に
注
意
を
向
け
ま
し
ょ
う
。
車
の
運

転
中
も
子
ど
も
の
動
き
に
注
意
し

て
、
思
い
や
り
と
早
め
の
ブ
レ
ー
キ

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
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夜
に
外
出
す
る
時
に
は
、
運
転
手

が
早
く
気
づ
く
よ
う
に
、
夜
光
タ
ス

キ
な
ど
の
反
射
材
を
身
に
付
け
ま

し
ょ
う
。
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地
域
の
夏
祭
り
な
ど
に
車
で
出
か

け
「
近
所
だ
か
ら
大
丈
夫
」と
一
杯
飲

ん
で
ま
た
運
転
し
て
帰
る
。
そ
ん
な
こ

と
は
絶
対
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

市
民
課
地
域
振

興
係
（
�
�
０
２
５
４
）
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夏夏
の
交
通
安
全
運
動

交
通
安
全
運
動

老
人
保
健
福
祉

　
　
　
　

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

　

先
月
号
に
続
き
、
今
年
３
月
に

市
が
行
っ
た
「
老
人
保
健
福
祉
計
画

及
び
介
護
保
険
事
業
計
画
」
の
改

正
に
伴
う
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結

果
報
告
書
か
ら
ご
紹
介
し
ま
す
。

▽
介
護
予
防
の
た
め
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
や
講
習
へ
の
希
望
は
？
（
一
般

高
齢
者
へ
の
問
い
、複
数
回
答
可
）

　

「
器
具
を
使
わ
な
い
筋
力
向
上
ト

レ
ー
ニ
ン
グ（
軽
い
体
操
な
ど
）」（
約

　

％
）、「
低
栄
養
に
な
ら
な
い
た
め

３１の
食
に
関
す
る
講
習
会
や
献
立
づ
く

り
」（
約　

％
）な
ど
で
し
た
。

２０

▽
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
講
習
の
開
催

場
所
で
望
ま
し
い
の
は
？
（
一
般

高
齢
者
へ
の
問
い
）

　

「
身
近
に
あ
る
公
民
館
・
公
園
な

ど
」（
約　

％
）、「
健
康
セ
ン
タ

４７

ー
や
運
動
公
園
、
ゆ
ら
ら
な
ど
の

設
備
の
整
っ
た
施
設
」（
約　

％
）

１９

▽
力
を
入
れ
る
べ
き
高
齢
者
施
策

は
？
（
一
般
高
齢
者
へ
の
問
い
、

複
数
回
答
可
）

　

「
介
護
を
す
る
家
族
の
負
担
を

軽
減
す
る
た
め
の
家
族
介
護
支
援

対
策
の
充
実
」（
約　

％
）、「
寝
た

３３

き
り
や
認
知
症
に
な
ら
な
い
た
め

の
介
護
予
防
対
策
の
充
実
」（
約　
２９

％
）、「
健
康
診
断
や
健
康
教
室
な

ど
の
健
康
づ
く
り
対
策
を
充
実
す

る
」（
約　

％
）。

２９

▽
介
護
保
険
料
に
つ
い
て

　

一
般
高
齢
者
は「
高
い
と
思
う
」

（
約　

％
）、「
適
当
だ
と
思
う
」（
約

４９

　

％
）で
す
が
、在
宅
介
護
認
定
者

３６は「
高
い
と
思
う
」（
約　

％
）、「
適

３３

当
だ
と
思
う
」（
約　

％
）で
し
た
。

５０

▽
あ
な
た
が
利
用
し
て
い
る
介
護

サ
ー
ビ
ス
は
？
（
在
宅
介
護
認
定

者
へ
の
問
い
、
複
数
回
答
可
）

　

「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
」（
約　

％
）、

４９

「
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
」（
約　
２７

％
）、「
福
祉
用
具
貸
与
」（
約　

％
）

１８

▽
今
後
在
宅
で
介
護
を
続
け
る
に

は
、
ど
の
よ
う
な
支
援
が
必
要
と

思
わ
れ
ま
す
か
？
（
在
宅
介
護
認

定
者
へ
の
問
い
、
複
数
回
答
可
）

　

「
介
護
保
険
や
そ
の
他
の
福
祉
サ

ー
ビ
ス
を
充
実
す
る
」（
約　

％
）、

４６

「
身
近
な
地
域
で
介
護
や
生
活
の
こ

と
に
つ
い
て
気
軽
に
相
談
で
き
る
体

制
を
整
備
す
る
」（
約　

％
）、「
介

３０

護
保
険
や
そ
の
他
の
福
祉
サ
ー
ビ

ス
な
ど
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
情

報
を
提
供
す
る
」（
約　

％
）

２９

▽
施
設
入
所
を
希
望
し
た
理
由

は
？
（
施
設
入
所
者
へ
の
問
い
、

複
数
回
答
可
）

　

「
家
族
は
い
る
が
仕
事
の
都
合

や
心
身
の
状
態
に
よ
り
十
分
に
介

護
が
で
き
な
い
」（
約　

％
）、「
常

５１

時
の
介
護
や
見
守
り
を
必
要
と
す

る
か
ら
」（
約　

％
）、「
介
護
し
て

４８

く
れ
る
家
族
が
い
な
い
か
ら
」（
約

　

％
） 

（
つ
づ
く
）

３０■
問
い
合
わ
せ　

高
齢
福
祉
課

介
護
保
険
係
（
�
�
０
２
６
５
）
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平成１７年（２００５）7月��

　文学の創作活動を奨励し、豊かな地域文化の振興を図るため、

高梁市文学選奨の作品を募集します。

�����

　７月１５日�～９月１５日�（必着）

�����

　高梁市内に在住または学校・職場に通学・通勤している人。

年齢は問いません。

�����

１．各部門とも未発表の創作作品とします。

２．用紙は４００字詰め縦書き原稿用紙（Ａ４判）を使用し、かい　

　書で丁寧に書いてください。　　（ワープロ原稿も可）

３．各部門の応募点数および原稿枚数等は、次のとおりです。

　�　各部門の応募は１人１点とします。（ただし、複数部門へ

　　の応募は可）

　�　�小説・隋筆等　　１編（原稿用紙１００枚以内）

　　　�詩　　　　　　　１編

　　　�短歌　　　　　　１０首

　　　�俳句　　　　　　１０句

　　　�川柳　　　　　　１０句　　　　

　　　�童謡作詞　　　　１編

４．応募用紙に所定事項を明記し、作品に添付してください。

原稿には、題名以外、住所・氏名等を記入しないでください。

　※応募用紙は社会教育課または、各分室にあります。また、

市のホームページのトップページからダウンロードできます。

５．応募作品については、高梁市教育委員会および高梁市文化

　連盟の出版物に無償で掲載します。応募原稿は、一切返却

　しません。

６．短歌、俳句、川柳についても題をつけてください。

７．短歌については、上の句と下の句とを書き分けないでくだ

　さい。

�������

　各部門入選１点、　佳作１８点以内（入選者、佳作者には賞状と

賞品を贈ります。）

�������　　

　表彰式を１１月に行い、入賞作品および優秀作品については、

作品集「高梁の文学」に掲載します。

■応募と問い合わせ　社会教育課文化係（〒７１６�０１１１　高梁市

　　　　　　　　　　成羽町下原９６７、��９０８３）

�����

　短歌２首を一組

とし、何組でも応募

できます。ただし、

未発表の作品に限

ります。

�����

　応募時に１８歳以

上であること

����

　２首一組で１０００円

※投稿料は郵便小為替か現金書留

　で作品と一緒に送付してください。

�����

　４００字詰め原稿用紙（Ｂ４判）を使

用。右半分に郵便番号･住所･筆名･本

名･年齢･性別・電話番号、左半分に作

品（短歌２首）を書いてください。

※文字はかい書で、漢字にはふりが

　なを付けてください。

�������

　８月３１日�（当日消印有効）

�������

　�清水比庵大賞…１名、１０万円

　�特選…２名、各５万円

　�奨励賞…３名、各２万円

　�入選…３０名、記念品

※応募者全員に清水比庵作品ポス

トカードを贈呈

���

　丹内福寿、秋葉貴子、増渕梨雨、

伊藤美代

���

　平成１７年１１月中旬

■応募と問い合わせ

　高梁市文化交流館内

　「清水比庵大賞」事務局

　（〒７１６�００４３　

　高梁市原田北町１２０３�１、　

　��０１８０）

����

����������
�����

第３回　

������
��������

清水比庵（１８８３～
１９７５）歌・書・画の
３芸に独自の境
地を開いた、本市
出身の名誉市民
清水比庵にちな
んで、平成１３年か
ら隔年で短歌を
募集しています。


